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マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
で
知
り
合
っ
た
人
か
ら

投
資
・
副
業
を
勧
め
ら
れ
た
ら
要
注
意
！

み
さ
と
文
芸

み
さ
と
文
芸

俳
句
と
短
歌
を
募
集
中
！

毎
月
５
日
ま
で
に
総
務
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
に
は
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
ふ
り
が
な
等
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

 

短
歌

 

俳
句

【
事
例
１
】

　

マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
で
知
り
合
っ
た
女
性
か

ら
「
も
う
か
る
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
る
」
と

勧
め
ら
れ
、セ
ミ
ナ
ー
に
同
行
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー

の
後
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
受
講
契
約
と
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
購
入
契
約
で
合
計
42
万
９
千
円
の

勧
誘
を
受
け
た
。
お
金
が
な
い
と
伝
え
る
と
、

消
費
者
金
融
で
借
り
る
よ
う
強
く
促
さ
れ
、
借

り
て
支
払
っ
た
。
そ
の
後
、
解
約
し
た
く
な
っ

た
が
女
性
と
連
絡
が
取
れ
な
い
。

【
事
例
２
】

　

マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
で
知
り
合
っ
た
男
性
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
プ
リ
で
や
り
取
り
し
た
と
こ
ろ
、

短
期
投
資
に
誘
わ
れ
た
。
男
性
か
ら
「
私
の
叔

父
の
指
示
ど
お
り
に
操
作
す
れ
ば
１
０
０
％
利

益
が
出
る
」
と
言
わ
れ
、
指
示
ど
お
り
に
投
資

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
登
録
し
、
指
定
さ
れ

た
銀
行
口
座
に
10
万
円
送
金
し
た
。
翌
日
、
利

益
と
と
も
に
約
12
万
円
が
自
分
の
口
座
に
入
っ

て
い
て
、
本
当
に
も
う
か
る
の
だ
と
思
っ
た
。

そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
目
で
請
求
さ
れ
、
そ

の
都
度
、
指
定
さ
れ
た
異
な
る
口
座
に
合
計

１
０
２
万
円
を
送
金
し
た
が
、
一
向
に
入
金
が

な
い
。

■
困
っ
た
と
き
の
相
談
窓
口
は
…

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
☎
１
８
８
（「
１い
や
や

８
８
泣
き
寝
入
り
」
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。）

　
埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
熊
谷

　
　
☎
０
４
８
‐
５
２
４
‐
０
９
９
９

　
役
場
『
消
費
者
相
談
窓
口
』

　
　
☎
76
‐
５
１
３
３
（
農
林
商
工
課
内
）

　

マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
等
は
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
婚
活
・
結
婚
す
る
人
が
増
え
る
な
ど
、

真
剣
な
出
会
い
の
場
と
し
て
存
在
感
を
高
め
て
い

ま
す
が
、
詐
欺
的
な
目
的
を
持
っ
た
利
用
者
が
紛

れ
込
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
等
で
知
り
合
っ
た
人
か
ら

副
業
や
投
資
を
勧
め
ら
れ
、
消
費
者
金
融
で
借
金

す
る
こ
と
と
な
っ
た
、
複
数
回
送
金
し
た
が
相
手

と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
な
ど
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

・�

マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
等
で
知
り
合
っ
た
相
手
の

指
示
で
副
業
や
投
資
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
相
手

の
本
人
確
認
が
難
し
く
、
振
り
込
ん
だ
お
金
を

取
り
戻
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
す
。
意
に
沿

わ
な
い
副
業
や
投
資
を
勧
め
ら
れ
た
ら
キ
ッ
パ

リ
断
り
、
連
絡
を
絶
ち
ま
し
ょ
う
。

・�

マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
等
は
、
ル
ー
ル
に
従
っ
て

利
用
し
ま
し
ょ
う
。
マ
ッ
チ
ン
グ
後
、
外
部
サ

イ
ト
・
外
部
サ
ー
ビ
ス
で
の
や
り
取
り
に
誘
導

さ
れ
て
副
業
や
投
資
の
勧
誘
を
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
利
用
規
約
で
は
、
外
部

サ
イ
ト
等
へ
の
誘
導
を
禁
じ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
誘
わ
れ
て
も
応
じ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
「
被
害
回
復

を
し
ま
す
」
と
い
う
団
体
に
も
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
不
要
・
高
額
な
依
頼
料
等
を
支
払
う
こ

と
に
な
る
な
ど
、
二
次
被
害
に
繋
が
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

町道１級４号線　導水管・配水管布設替工事（２工区）

工 事 場 所：美里町大字広木地内
入札対象額：13,240,000円(消費税除く)
契 約 額：14,190,000円(消費税含む)
落 札 者：有限会社鈴木水道工業所

農業集落排水処理施設跡地清掃消毒業務委託

履 行 場 所：美里町大字沼上地内外
入札対象額：7,078,000円(消費税除く)
契 約 額：7,590,000円(消費税含む)
落 札 者：株式会社東環エンジニアリング

美里町指名競争入札結果
　　　　　（令和５年10月23日開札）

※入札結果の詳細については、　
　美里町ホームページをご覧ください。

水道施設（配水池）　樹木伐採工事

工 事 場 所：美里町大字関地内
入札対象額：25,753,000円(消費税除く)
契 約 額：26,950,000円(消費税含む)
落 札 者：長谷川建設株式会社

町道２級15号線外　配水管布設替工事

工 事 場 所：美里町大字関地内
入札対象額：129,740,000円(消費税除く)
契 約 額：109,989,000円(消費税含む)
落 札 者：長谷川建設株式会社

美里町ハイキングルート(虎ヶ岡城址線)現状把握調査・実施設計業務委託

履 行 場 所：美里町大字円良田地内
入札対象額：4,087,515円(消費税除く)
契 約 額：4,202,000円(消費税含む)
落 札 者：株式会社愛植物設計事務所

美里町一般競争入札結果
　　　　　（令和５年10月23日開札）

※入札結果の詳細については、　
　美里町ホームページをご覧ください。

町道411号線外　過年度修正登記業務委託

履 行 場 所：美里町大字沼上地内外
入札対象額：1,463,000円(消費税除く)
契 約 額：1,430,000円(消費税含む)
落 札 者：株式会社上武測地

町道591号線　配水管布設替工事設計積算業務委託

履 行 場 所：美里町大字関地内
入札対象額：5,200,000円(消費税除く)
契 約 額：5,060,000円(消費税含む)
落 札 者：株式会社東洋設計事務所 埼玉出張所

自動車充電スタンド撤去工事

工 事 場 所：美里町大字木部323番地１
入札対象額：2,600,000円(消費税除く)
契 約 額：2,475,000円(消費税含む)
落 札 者：Ｅ－トラスト株式会社

河川維持修繕工事（湯本川・円良田川・新地沢浚渫工）

工 事 場 所：美里町大字白石地内
入札対象額：20,162,000円(消費税除く)
契 約 額：19,750,500円(消費税含む)
落 札 者：株式会社清水組

河川維持修繕工事（那珂川浚渫工）

工 事 場 所：美里町大字広木地内
入札対象額：18,594,000円(消費税除く)
契 約 額：16,797,000円(消費税含む)
落 札 者：株式会社ｓｕｎａｋｅｎｎ

河川維持修繕工事（猪俣川・正円寺川浚渫工）

工 事 場 所：美里町大字猪俣地内
入札対象額：8,514,000円(消費税除く)
契 約 額：7,907,900円(消費税含む)
落 札 者：有限会社田島建材
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